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【実 施 日】 平成３０年 ７月２７日（金）１３:００～ 

【場  所】 四日市市役所 

【視察事項】 在宅医療・介護の連携について 

【概  要】 

在宅看護の現状を知るため、先進地の四日市市を訪問し、健康福祉課の片山次

長、栗田、岡崎さんから四日市市のこれまでの経過を説明いただきました。 

転機は、平成 20年に保健所政令市となり、「安心の地域医療検討委員会」が設

置され、四日市市の医師が集まり、ドクターの計画の話し合いがされていく中、

平成 21年に現市長が当選され、安心の地域医療を掲げたことです。 

 

在宅医療は、計画に基づき、定期的に訪問・治療をしながら医療行為をするこ

とになります。地域の医療、福祉、保健の関係者と市民、行政の連携が必要であ

ることから取り組みを開始されました。最初は、いざ一堂に会しても何を話して

いいかわからない状態でしたが、回数を重ね、顔なじみになることで、今ではス

ムーズに議論ができるようになりました。研修会には 100 人以上が参加されて

います。今年の 7月は、特に会議が多く、週 2回のペースで開催されています。

みんなが参加しやすいように、夜 7時半に開会し、9時半に閉会しています。 

今年の在宅での見取りは 18％、在宅扱いの施設が 12％、病院が 70％となって

います。 

 

在宅介護の場合、家で亡くなられる際、間際に慌てて救急車を呼ばれる方がい

るので、その時の適切な対応の仕方を説明しています。在宅医師に連絡があった

場合、まず訪問看護師が行き、その後に医師が駆けつけるようになっています。 

 

四日市市は北地区、中地区、南地区、の 3地区にネットワーク会議が構築され

ています。それぞれに拠点病院がありますが、在宅医療を進め、四日市モデルを

作られたのは、石賀先生の在宅クリニックです。平成 22年にオープンされたと

きは石賀先生一人でしたが、同医院で研修される医師が増え、今では 8 人の医

師が対応されています。また経験を積まれた医師が近隣の市で在宅クリニック



を開院され、在宅ケアが周辺に広がっています。 

 

ICTを活用した情報共有システムの構築に力を入れられ、三重医療安心ネット

ワークを構築しています。運用状況は開示病院 16施設、閲覧施設 216施設、全

登録数 8,427件となっています。 

主な機能は、 

1.ＩＤ―Ｌｉｎｋにリンクする形で四日市市が専用サーバーを設置 

2.主治医をキーにしてメモ機能を実装 

3.利用者の情報を関連する全職種と共有 

となっています。 

 

【考察】 

篠山でも課題となっている電子カルテの導入はまだのようですが、この連携

事業により、常に顔を合わせることで顔見知りとなり、福祉関係者が医師とじっ

くりと課題を話し合えるようになったことが大きな成果と知りました。本市に

おいても福祉関係者と医師の連携を深めていく必要性があると考えます。 






